
第４章　行動計画
第４章では、戦略がめざす将来像や目標を実現するための行動計画を示します。

１．行動計画一覧
　ここでは「市全域」と、市街地に広がっている「ま

ち」、甲山や市北部域に広がる里地・里山などの「山」、

甲子園浜、御前浜・香櫨園浜といった自然海浜の残

る「海」、更に「山」「まち」「海」を連続した空間

として結びつけている「川・池沼」のそれぞれの行

動計画について記載します。
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　生態系は、私たちが生きていく上で欠かすことの

できない水や食料などのほか、伝統芸能などの文化

的な利益も与えてくれています。本市が誇る「名塩

和紙」や「酒」は、豊かな生態系と先人の知恵が生

み出した産物です。そのため、これら伝統産業を守

ることなども生物多様性の保全につながるといった

認識の共有を図るとともに、生態系サービスの持続

可能な利用を目指します。

３）暮らしや産業の中で生態系サービスを育む

◎ 名塩和紙学習館

　本市では、子供から大人までの幅広い世代が、気

軽に自然とふれあい、学ぶことができる「甲山自然

環境センター」、「北山緑化植物園」、「貝類館」など

の施設を運営しています。そのほか、生活と学習を

　生物多様性を保全し、生態系を支えていくために

は、市民一人ひとり、地域や企業などの団体、県・

市などの行政といったあらゆる主体が、それぞれの

知識や技術などの持ち味を活かした活動を続けるこ

とが重要です。そのため、各主体の特性に応じた役

割を明確にするとともに、その責務を果たすための

自立した活動を支援していきます。

結びつけて、自発的な行動につなげる「エコカード・

エコスタンプシステム」を20年以上にわたって継

続して実施しています。今後も、環境学習を通じて、

生物多様性の取り組みを発展的に進めていきます。

１）学びの場と機会の充実

２）支える人や団体の育成・支援

◎甲山自然環境センター

◎ コープの森・社家郷山の活動

◎エコカード（左・中央）、市民活動カード（右）

２．市全域の行動計画
（１）環境学習の充実と人づくりの推進
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（２）地域活動を通じた生物多様性の保全

　地域で実施している活動をより発展的に、また持

続可能な活動としていくためのしくみの一つとして

「生物多様性地域連携促進法」に基づく「地域連携保

全活動計画」の策定を推進します。また、すでに同

計画を策定している地域においては、引き続き、地

域固有の豊かな自然環境を保全していきます。更に

発展的に進めて参ります。

１）地域活動を支援するしくみの構築

　『地域の様々な人たちが集まって、環境を切り口と

して地域づくりについて話し合い、活動する場』で

あるエココミュニティ会議を通じて、山、川、池沼、

海、湿原など本市が有する豊かな生態系に関する情

報を発信し、地域における自然環境の保全及び生物

多様性の向上につなげます。

EWC 環境パネル展
　生き物、自然、資源、ごみ、身近なまちのことから平和、福祉、国際、防災、産業など、市民による持続可能
な社会に向けた取り組みを発表する催しで、1992 年度から開催しています。子供たちの小学校での学びが壁新聞
形式や立体作品でたくさん展示されるほか、エココミュニティ会議の活動なども展示されます。

◎ コバノミツバツツジの植樹

◎ エココミュニティ会議

２）エココミュニティ会議を通じた情報の発信
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　生物多様性を保全するためには、山・川・海など

様々なタイプの自然環境のつながり（生態系ネット

ワーク）を意識し、取り組む必要があります。本市は、

大阪湾や六甲山系など複数の市域にまたがる生態系

　市内には数百種の希少生物が生息しています。そ

の中には、周囲の環境や気候の変化などに脆弱なも

のや、湿原植物などのように生息できる場所が限ら

れているものなどがあります。そこで、これら希少

生物の生息・生育環境を保全するとともに、植物に

ついては種子保存などによる保護・増殖を進めます。

また、生態系に悪影響を及ぼす外来生物への対策も

図ります。

を有していることから、国や県、近隣市と定期的に

情報の共有を行うとともに、連携して施策に取り組

むことによって、広域的な生態系ネットワークを形

成します。

　私たちにとって身近な自然である緑地は、景観や

レクリエーション機能のほか、多くの生き物の生息・

生育環境として、重要な役割を担っています。その

ため、塩瀬や山口などの北部地域のまとまった緑地

や、南部地域に残された希少な緑地を保全するため、

開発などの際には、生態系に悪影響を及ぼす外来種

の植栽を控えるよう指導するなど、生物多様性への

配慮を求めます。

（３）生態系ネットワークの形成

１）国、県、周辺自治体との協力・連携

３）生態系に配慮した開発事業

◎ 武田尾 ◎ 甲子園浜の干潟で羽を休めるハマシギ

◎ 自生の植物の種子から育成している苗木

２） 希少な生き物の生息・生育環境の保全
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　多様な生き物とその生息・生育環境を保全するた

めには、それらに関する情報を蓄積していく必要が

あります。また、多様な生き物の変化に気づくため

には、専門家だけでなく、日々その生きものと身近

　生物多様性の保全を計画的に進めていくためには、

専門家や自然保護団体などと連携・協力し、最新の

生物環境の動向や自然環境などに関する科学的な情

報の収集・整理を行うことが必要です。そのため、

に接している市民や地域活動団体の協力が不可欠で

す。そのため、ホームページなどにより市内の生き

物の生息状況などに関する情報の収集、蓄積及び発

信を行います。

引き続き、大学や自然保護団体などの有識者を構成

員とする生物多様性推進部会を開催するなど、日常

的・継続的に情報共有を行います。

（４）情報共有と調査体制のしくみづくり

１） 情報の収集と公開

◎ 市民自然調査ホームページ ◎ 市民自然調査パンフレット

２）大学、専門機関、自然保護団体などとの連携
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